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③PowerPoint スライドのハンドアウト 1枚（A 4用紙の両面に 12スライドが印刷されている）
を受け取り、④指定された座席に着席する。⑤前回分のレポート（確認済み印と手書きコメント










Word を用いて、A 4サイズ・縦置き・標準余白で作成。Word の文書ファイルなので、図や
表を入れることも可能。基本的に Word で作成したものであれば、利用可能である。
2. 2．エクセルのレポート用紙印刷用シート
図 2のように、特定のセルに①QR コード表示用関数（エクセルの vba プログラムか dll フ
















れたマトリクス型 2次元コードで、Quick Response コードという名称が示すように、高速読み
取り型の 2次元コードである。現在、モデル 1、モデル 2、マイクロ QR コードの 3種類があ
る。仕様では数字、英数字、漢字、バイナリのデータを扱うことができ、最大で数字なら 7089
文字、英数字なら 4296文字、漢字なら 1817文字を表すことが可能である。JIS 規格では 16ビ
ット（8ビット×2）／文字が必要であるが、QR コードはそれを 13ビットで表現可能となって
おり、データ圧縮に優れているという特徴がある。また、バーコードの大きさはバージョン 1


















今回の取り組みは、月曜 3 限（以下 図 3 登録された授業理解度自己評価データ
エクセルと QR コードを用いたターンアラウンド方式授業振り返りシステム （３５）
















第 1～5回全体を通して、月 3講座では◎：7.3％、○：53.2％であるのに対して、火 5講座
では、◎：40.4％、○：40.8％となっており、月 3講座の理解度への自己評価が低いことが明
確になった。さらに、火 5講座では、○＋△（4段階の 3, 2に相当）の評価は 55.4％であるの
に、月 3講座では 90.1％に達しており、明らかな違いが見られる。同時に、火 5講座で×評価












両講座で顕著な違いが見られたのは、第 3回、第 4回である。月 3講座では退室が早く進ん
だのに、火 5講座では第 2回、第 5回と大きな差は出なかった。偶然なのか何か原因があった
のか、検討をしたい。
3. 4．その他のデータ
授業開始時に IC 学生証認証システムによる入室チェック（図 1の①）で記録された時刻デー









































































































⑷ Area 61. NET,“Area 61 マークリーダ Ver.3.0.3”，http : //www.area61.net/（2013. 11. 05確認）
⑸ PC ソリューション ヨシダ，“マーくん V 4.5”，http : //www.geocities.jp/dnspb294/（2013. 11. 05
確認）
エクセルと QR コードを用いたターンアラウンド方式授業振り返りシステム （４１）
